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JAつべつ（北海道津別町）
現状と課題
 主な生産物は、小麦、畜産物、じゃがいも、甜菜。典型的な畑作地帯。
 生産者戸数が減少しており、労働力不足・高齢化が深刻な状況。
 町内の大部分が中山間地であり、平地が少なく圃場は山間に細く延びる形状。
 圃場の一部が携帯電話の不感地帯でありＩＣＴ化の阻害要因となっている。

※上記内容（本構想案）は、農業農村情報通信環境整備推進体制準備会がサポートの一環として提案・作成したものであり、実際
に実施されることが確定しているわけではありません。

取組全体のイメージ
 ５つの課題を主なテーマとし、これらの課題を解決することで持続可能なアグリシティの実現を
目指す。➡ 町内の圃場エリア全域を無線網でエリア化することを目指す。

通信インフラの構築案

応募団体

ＮＴＴドコモ／ＮＴＴデータカスタマサービス／インターネットイニシアティブ／関西ブロードバンド／地域ＢＷＡ推進協議会
サポートメンバー

BWA LPWAWi-Fi

応募団体からのコメント

 取組内容や現場条件等を踏まえ通信規格を提案。今後、現場での試験設置・試行調査などを通して、
利用技術の選定を行う必要がある。生産者の費用負担は1000円/年・10ａを目標とする。

持続可能な農業を継続するためには、スマート農業の導入を全地域で展開する必要があり、
その根幹となる通信に関し、専門家に産地の実情を考慮いただき、構想（案）をまとめていただき
厚く御礼申し上げます。今後においては専門家の力を借りながら計画策定及び施設整備事業への
申請含め地域内協議を進めます。



内野土地改良区（滋賀県近江八幡市）
現状と課題

 内野土地改良区は、受益面積約１１０ｈａ、組合員１１７戸。
 受益者で営農組合を設立し、水稲、麦、大豆、ネギ、ハウスマンゴーなどを栽培。
 管理している土地改良施設の省力化・高度化を要望。

調整池（貯水量１４千ｔ）、井戸の用水機場１０基、用水路（開水路）１０ｋｍ、
排水路水門ゲート７か所、排水路（パイプライン）４ｋｍ 等

 マンゴーハウスの環境制御システムの構築、鳥獣被害対策

※上記内容（本構想案）は、農業農村情報通信環境整備推進体制準備会がサポートの一環として提案・作成したものであり、実際
に実施されることが確定しているわけではありません。

取組概要

通信インフラの構想案

応募団体

若鈴コンサルタンツ／クボタ／インターネットイニシアティブ／富士通JAPAN／NECソ
リューションイノベータ／地域ＢＷＡ推進協議会
サポートメンバー

BWALPWA Wi-Fi

応募団体からのコメント
 地区の農家の減少、高齢化で土地改良施設の管理や営農等の効率化は、待ったなしの課題
でした。情報通信機器を活用してかなりの部分で省力化できることが分かりました。
今後、この構想を基に地域で話し合いを進めていきたいと思います。

分水工・水路の監視 水田・揚水機場の管理

 土地改良施設の管理の効率化、ハウスの環境管理、鳥獣被害の防止など地区の幅広い課題について、
ＩＣＴを活用した解決を目指す。

 土地改良施設やハウスに各種センサーを設置し、無線通信でデータをスマホ等に送信し、見易いグ
ラフ等で表示。管理の効率化・高度化を図る。

ハウスマンゴーの管理 鳥獣被害の防止

ローカル５Ｇ

内野地区内のほ場
● 基地局設置箇所 基地局から半径500ｍ

親局の設置例（Lora基地局４台でほ場全域をカバー） 子置局の設置例
Loraカメラ 水位計 自動給水栓

スマホ等による管理ハウスの環境管理



豊沢川土地改良区（岩手県花巻市など）

現状と課題

➢ 豊沢川土地改良区の受益は、花巻市、北上市にまたがる水田地帯であり、面積
約4,978ha、組合員3,872人

➢ 管理している土地改良施設※の省力化・高度化、地すべり地域の監視及び他のイ
ンフラ管理との連携が課題
※山腹水路、幹線水路、支線水路と連なる長大な開水路、分水工、揚水機場、
除塵機、排水路など

取組概要

応募団体 LPWA

➢ 情報通信技術（ICT）を活用し、土地改良施設の管理の効率化・高度化や水田の自動給水化、田んぼ
ダムの活用、地すべりの監視などに取り組みます。

分水工・水路の監視２８箇所の除塵機管理 67箇所の揚水機場管理 頭首工と連携した管理

➢ 5,000ha近い受益地の施設管理に多くの労力や電力などが必要になっていることが課題ですが、
情報通信機器の活用により、省力化・効率化が図られ、また、水田の自動給水化や田んぼダム
なども可能になるので、地区内で話し合いを進めることにしています。

応募団体からのコメント

若鈴コンサルタンツ／インターネットイニシアティブ／クボタ／クボタシステムズ／東日

本電信電話株式会社／NTTアグリテクノロジー

※上記内容（本構想案）は、農業農村情報通信環境整備推進体制準備会がサポートの一環として提案・作成したものであり、実際
に実施されることが確定しているわけではありません。

（揚水機場と連動した水田の水管理）

子置局の設置事例

JAいわて花巻
湯本支店

➢ 農業関係施設の屋上など高所に広域の基地局（～４Km）
を４ヶ所設置。

➢ 用水路脇、圃場脇、揚水機場脇などにピンポイントの基地
局（～２Km ）を９ヶ所設置。

通信インフラの構想案

広域の基地局 半径４Km 受益範囲
ピンポイント基地局 半径２Km

サポートメンバー

親局の設置事例

（LoRaカメラ・水位計）

長大開水路の監視

坂杉公民館

岩手県農業
研究センター

JAいわて花巻
吉野目支店



御浜町（三重県南牟婁郡御浜町）
現状と課題

 御浜地区は、受益面積約331ｈａ、組合員284名、造成団地14団地（換地工区）
 『年中みかんがとれる町』として、温州みかんをはじめ、多種多様な柑橘類を栽培。
 中山間地域に位置し、14もの団地が山間地域に点在している。
 担い手の高齢化が進み、施設の管理や営農の労力確保に苦慮している。
 農業水利施設の管理の省力化・高度化、営農技術の蓄積・継承、
携帯電話不感地帯の解消、鳥獣被害対策の省力化等による地域の活性化が課題である。

※上記内容（本構想案）は、農業農村情報通信環境整備推進体制準備会がサポートの一環として提案・作成したものであり、実際
に実施されることが確定しているわけではありません。

取組概要

情報通信環境の整備イメージ

応募団体

ユニオン／クボタ／インターネットイニシアティブ／地域ＢＷＡ推進協議会サポートメンバー

LPWA Wi-Fi

応募団体からのコメント
 御浜町では担い手の高齢化や不足により栽培面積の減少が進んでおり、担い手を育成することが
急務です。

 今回、要望のあった、国営団地3か所において、情報通信機器を設置し、試行調査を行うことで、
将来的にはすべての団地での情報通信環境の整備を目指します。

ﾌｧｰﾑﾎﾟﾝﾄﾞ水位の監視園地の気象観測

 点在する農業水利施設の管理の高度化、団地別の気象データの蓄積、鳥獣被害対策の省力化など広域
にわたる地区内の課題について、情報通信環境の整備による解決を図る。

 各団地に無線基地局を設置し、園地のウェザーステーション等の各種センサーの情報をクラウドサーバへ
アップロードし、営農者のスマートフォン等で確認できる環境を整備する。将来的には、遠隔かん水等に
よるさらなる水管理の高度化や、蓄積したデータの分析による営農の省力化を図る。

ため池の遠隔監視無線基地局

三重県

和歌
山県

奈
良
県

大
阪
府

鳥獣被害対策

園地での整備イメージ地区内の無線基地局設置イメージ

スマートフォンでの
データ確認

クラウド
データベース

メーカーカタログより

※LPWA無線基地局を各団地に設置した場合の
カバー範囲イメージ
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